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２０２５年の厚 沢部町のあゆみ
新 春

特 集

新 春

特 集
（２月）
「１４２年の歴史に幕」

▲『鶉小学校　閉校式』（３月号）

（４月）
「脱炭素推進・防災力強化のため」

▲『電気自動車が２台納車！』（５月号）

ゆく年あっさぶの１年 2025 年も広報あっさぶをご覧いただきありがとうございました

2025 年の主な出来事を広報あっさぶで振り返ります

2026年2026年

皆様にとって良い１年皆様にとって良い１年

となりますように。となりますように。

今後とも広報あっさぶ今後とも広報あっさぶ

をご愛読よろしくお願をご愛読よろしくお願

いいたします。いいたします。

（７月・８月）
「フィリピンからダイバーシティ・インストラクター（協力隊）が２名着任」

▲『ローズ・ネイ・サリーノさん』（９月号）

（７月）
「新協力隊が着任」

▲『北村奈津希さん』（８月号）

（９月）
「あっさぶメークイン１００周年記念！」

▲『町総合グランドで記念イベント』（10月号）

（11月）
「新・緑町ふれあいセンターOPEN」

▲『指定管理者は「厚沢部町森林組合」に』（11月号）

（10月）
「第12回大収穫祭inあっさぶ」

▲『10㎏ピッタリチャレンジ』（11月号）

▼『１００周年記念ポテトチップス販売も大盛況』

▲『建替え工事のため仮店舗営業を開始』（12月号）

（11月）
「道の駅物産館仮店舗がＯＰＥＮ」

（11月）
「㈱キッチハイクが厚沢部町へ本社移転」

▲『移住交流センター（上里）へ本社移転』（12月号）

（１０月）
「新プロジェクトマネージャーが着任！」

▲『蔡越先さん』（12月号）

▲『オガバン・カイラ・カカスさん』（10月号）
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町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
令
和
８
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
、
皆
様
と
共
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
、
町
政
の
推
進
に
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
町
長
に
就
任
し
て
４
年

目
と
な
り
、
任
期
の
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
が
、
町
政
に
お
け
る
課

題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
町
民
皆
様
が
、

真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
２
０
２
５
年
の
世
相
を
表
す

謹
賀
新
年

「
今
年
の
漢
字
」
に
「
熊
」
が
選

ば
れ
た
よ
う
に
、
全
国
で
ク
マ
に

よ
る
被
害
が
相
次
い
だ
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
道
南
で
も
ヒ
グ
マ
の

市
街
地
出
没
が
多
発
し
、
福
島
町

で
は
７
月
に
ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ
て

男
性
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
９
月

か
ら
緊
急
銃
猟
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
地

元
猟
友
会
や
警
察
と
緊
密
に
連
携

し
、
安
全
対
策
と
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
大
雨
に

よ
る
農
地
等
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
復
旧
対
策
と
し
て
補
助
上

限
を
引
き
上
げ
、
被
災
者
へ
の
支

援
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
激
甚
化
す
る

災
害
に
備
え
新
た
な
防
災
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
を
４
月
か
ら
導
入
し

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
迅

速
な
情
報
提
供
に
加
え
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
戸
別
受
信
機
を
無
償
貸
与
し
、

情
報
伝
達
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

今
後
も
防
災
体
制
の
一
層
の
強
化

を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　

　

国
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨

年
10
月
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総

理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
高
市

総
理
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
の

考
え
に
基
づ
き
、
物
価
高
対
策
な

ど
を
柱
と
す
る
「『
強
い
経
済
』

を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
臨
時
国
会

で
成
立
し
た
補
正
予
算
で
は
、
各

自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

使
え
る「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

年 

頭 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
長

佐 

藤 

正 

秀

が
予
算
措
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

本
町
と
し
ま
し
て
も
、
昨
年
末
に

早
期
予
算
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
町
民
の
皆
様
に
一
日
も
早
く

支
援
が
届
く
よ
う
速
や
か
に
事
業

を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

　

町
長
就
任
以
来
、
公
約
に
掲
げ

た
事
業
を
中
心
に
着
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
新
た
な
施
策
も
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
約
事

業
は
概
ね
実
施
で
き
、
令
和
７
年

度
に
は
国
保
病
院
や
役
場
庁
舎
等

の
冷
房
設
備
設
置
工
事
や
、
新
た

な
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構

築
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
点
事
業
と
し
て
は
保

育
園
留
学
事
業
の
一
層
の
充
実
に

加
え
、
道
の
駅
整
備
、
脱
炭
素
推

進
、
義
務
教
育
学
校
整
備
や
道
営

住
宅
整
備
の
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
特
に
新
た
な
道
の
駅
物
産

館
は
、
売
り
場
面
積
を
1.5
倍
に
拡

大
し
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
設
け
、
駐
車
場
も
拡
張
し
ま
す
。

新
た
な
道
の
駅
は
、
厚
沢
部
町
の

顔
と
な
り
核
と
な
る
施
設
で
あ
り

ま
す
。
町
の
魅
力
発
信
基
地
と
し

て
町
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
道
の

駅
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　

　

本
年
３
月
末
を
も
っ
て
長
年
地

域
の
安
心
・
安
全
を
支
え
て
き
た

江
差
警
察
署
館
駐
在
所
が
厚
沢
部

駐
在
所
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
存
続

を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
道

警
に
と
っ
て
も
苦
渋
の
決
断
で

あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
や
解
体
予
定

だ
っ
た
駐
在
所
を
町
が
買
い
取

り
、
警
察
官
が
定
期
的
に
立
ち
寄

る
「
警
官
立
寄
所
」
と
し
て
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
道
警
と
協
議

を
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
　

　

昨
年
11
月
下
旬
、
議
員
や
町
内

関
係
団
体
役
員
の
総
勢
８
名
の
訪

問
団
で
友
好
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
台
湾
・
寿
豊
郷
を
公
式
訪
問

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
地
で
は

郷
長
（
町
長
）
や
幹
部
、
農
協
関
係

者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
交
流

は
産
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
文

化
交
流
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
も

資
す
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

両
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

　

本
町
は
明
治
９
年（
１
８
７
６

年
）
５
月
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ

れ
て
以
来
、
今
年
が
１
５
０
周
年

と
い
う
歴
史
的
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
厚
沢
部
町
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
き
た
す
べ
て
の

方
々
に
敬
意
を
表
し
、
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
祝
い
、
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

真
に
豊
か
な
厚
沢
部
町
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革

の
推
進
と
同
時
に
、
新
た
な
発
想

と
英
知
を
結
集
し
、
町
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

協
働
と
融
和
こ
そ
が
、
元
気
で
力

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に

お
応
え
す
る
た
め
誠
心
誠
意
、
課

題
解
決
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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導
主
事　
　

加　

藤　

一　

義

　
　
　
　
　
　

山　

田　

蒼　

良

社
会
教
育
係　
　

佐　

藤　

優　

平

　

 

〃　

 

　
　

富　

塚　
　
　

龍

◆
選
挙
管
理
委
員
会

（兼）
書
記
長　
　

安　

田　
　
　

光

（兼）
書　

記　
　

青　

柳　

秀　

和

　

 

〃 

　
　
　

柴　

崎　

重　

博

事
務
局
長
兼
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
長
兼
総
合

給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

学

校

教

育

係

兼

総

合

給

食

セ

ン

タ

ー

係

脱
炭
素
推
進
係

（
北
海
道
か
ら
派
遣

）

課

税

収

納

係

兼
生
活
安
全
係

地
域
包
括
支
援
セ

ン

タ

ー

係

主

査

兼

健

康

増

進

係

　
　
　
　
　
　

安　

沢　

富
士
子

　
　
　
　
　
　

三　

上　

光　

憲

主　
　

幹　
　

三　

戸　

康　

彰

　
　
　
　
　
　

藤　

八　

伸
太
郎

主

幹

兼
生
活
安
全
係
長

主

幹

兼
介
護
保
険
係
長

主

幹

兼
こ
ど
も
園
係
長

林
業
振
興
係
主
査

兼
農
村
整
備
係

農
業
振
興
係
主
査
（
活

性
化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

主

幹

兼
社
会
教
育
係
長

（兼）

事

務

局

長

住

民

係

兼

国

保

係

財

政

係

主

査

兼
経
理
管
財
係

主

幹

兼
政
策
推
進
係
長

主

幹

兼

国

保

係

長

健

康

増

進

係

兼
子
育
て
支
援
係

兼
こ
ど
も
園
係

主

幹

兼
農
業
振
興
係
長

建
築
施
設
係
主
査

兼

管

理

係

主

幹

兼
学
校
教
育
係
長

主

幹

（

保

育

教

諭

）

課

長

兼

住

民

係

長

課

長

補

佐

兼
商
工
観
光
係
長

主

幹

兼
経
理
管
財
係
長

主

幹

兼
脱
炭
素
推
進
係
長

主

幹

兼

総

務

係

長

脱
炭
素
推
進
係

兼
商
工
観
光
係

総

務

係

兼
情
報
管
理
係

健

康

増

進

係

主

査

兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
主
査

健
康
増
進
係　
　

小　

森　

麗　

奈

　
　
　
　
　
　

笹　

森　

志　

穂

健
康
増
進
係　
　

對　

島　

彩　

夏

　

 

〃 

　
　
　

橋　

端　

茉　

羽

子
育
て
支
援
係
長　
　

小　

西　

智　

晴

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

係

主　
　

幹　
　

森　
　
　

英　

治

　
　
　
　
　
　

坂　

田　

康
太
郎

建
築
施
設
係
長　
　

船　

瀬　

祥　

太

　
　
　
　
　
　

福　

島　
　
　

耕

上
下
水
道
係
長　
　

久
保
田　

和　

敏

上
下
水
道
係
主
査　
　

紺　

野　

和　

美

上
下
水
道
係　
　

山　

田　

拓　

也

福

祉

係

兼
健
康
増
進
係

農

業

振

興

係

兼

林

業

振

興

係

土

木

係

兼

管

理

係

55 44



◆
厚
沢
部
消
防
署

署　
　

長　
　

福　

田　

昭　

浩

次　
　

長　
　

中　

山　

博　

之

　
　
　
　
　
　

太　

田　

稔　

久

　
　
　
　
　
　

三　

崎　

慶　

智

　
　
　
　
　
　

下
川
部　
　
　

純

　
　
　
　
　
　

松　

原　

茂　

樹

庶
務
係
長　
　

並　

川　

光　

生

　
　
　

  　
　

酒　

井　

遵　

樹

　
　
　
　
　
　

森　

山　

泰　

凪

管
理
係
長　
　

柴　

田　

直　

行

警
防
係
主
査　
　

庄　

山　

一　

輝

　
　
　
　
　
　

丹　

保　
　
　

潤

   

〃　
　

 

　

須　

藤　

優　

輔

救
急
係
主
査　
　

唯　
　
　

大　

介

　
　
　
　
　
　

加　

澤　

寛　

明

　
　
　
　
　
　

松　

神　

雅　

朗

　

 

〃　
　
　

 

佐
々
木　

智　

也

☆
派
遣

　

株
式
会
社　

ハ
チ
ャ
ム

　
　
　
　
　
　

蛯　

名　

拓　

斗

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
８
年
の
新
春
を

町
民
の
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
併
せ
て
、
皆
様
に
は
日

頃
か
ら
議
会
に
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令

和
７
年
10
月
21
日
に
高
市
内
閣
が

発
足
し
ま
し
た
が
、
公
明
党
が
連

立
政
権
か
ら
離
脱
し
た
た
め
、
衆

議
院
・
参
議
院
と
も
に
少
数
与
党

政
権
と
な
り
、
高
市
内
閣
に
と
っ

て
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も

高
市
総
理
は
、
所
信
表
明
の
中
で

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
と
い
う

新
た
な
方
針
を
掲
げ
、
「
積
極
財

政
に
よ
り
、
所
得
を
増
や
し
、
消

費
マ
イ
ン
ド
を
改
善
し
、
事
業
収

益
が
上
が
り
、
結
果
と
し
て
税
収

が
増
え
る
」
と
い
う
道
筋
を
示
し

新 

年 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
議
会
議
長

鈴 

木 

祥 

司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長
　
濵
　
塚
　
久
　
好

副
委
員
長
　
香
　
川
　
直
　
樹

委

員
　
佐
々
木
　
　
　
宏

委

員
　
小
野
寺
　
　
　
孔

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長
　
髙
　
田
　
一
　
弥

副
委
員
長
　
松
　
村
　
松
　
雄

委

員
　
中
　
山
　
俊
　
勝

委

員
　
山
　
田
　
克
　
哉

副議長

佐々木　宏

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
新
年

を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農

業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
６
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
平
年
を
大
き
く

上
回
る
高
温
と
な
り
、
作
物
の
生

育
や
収
量
等
に
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
８
月
19
日

か
ら
20
日
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ

り
、
多
く
の
農
地
や
農
業
水
利
施

設
等
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ

は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
で

災
害
の
な
い
年
に
な
る
よ
う
祈
念

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
よ
り
、
農
地

の
賃
貸
や
売
買
に
つ
き
ま
し
て

会長

外　﨑　　明

は
、
地
域
計
画
に
基
づ
き
農
地
の

集
積
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
農
地

中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）

を
経
由
す
る
取
引
に
原
則
一
本
化

す
る
制
度
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
地
の
所
有
者
や
耕
作
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
戸
惑
い
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
農
地
に

関
す
る
ご
相
談
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
地
元
の
農
業
委

員
や
事
務
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　

さ
て
、
農
林
業
の
実
態
把
握
を

目
的
と
し
た
国
の
統
計
調
査
で
あ

る
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
の
概
数

値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
今
回
の

公
表
値
を
見
ま
す
と
、
道
内
の
個

人
経
営
の
基
幹
的
農
業
従
事
者

は
、
５
年
前
に
比
べ
約
19
％
減
少

し
て
お
り
、
減
少
率
が
過
去
最
大

と
な
る
と
と
も
に
、
65
歳
以
上
が

占
め
る
割
合
は
42
％
と
な
り
1.5
％

上
昇
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
１
経

営
体
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
、
５

年
前
よ
り
4.3 

ha
増
加
し
34
・
55
　

ha
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
の
集
約

化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
本
町
に

お
い
て
も
同
様
と
考
え
て
お
り
、

担
い
手
の
確
保
や
農
地
の
集
積
・

集
約
化
の
推
進
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
本
町
農
業
が
抱
え

る
諸
課
題
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
農
業
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

年
１
年
間
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
、

秋
の
豊
穣
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

会
　
　
長
　
外
　
﨑
　
　
　
明

会
長
代
理
　

　
田
　
　
　
藍

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
美
登
子

　
　
〃
　
　
木
　
村
　
卓
　
也

　
　
〃
　
　
斉
　
藤
　
和
　
博

　
　
〃
　
　
前
　
田
　
秀
　
幸

　
　
〃
　
　
下
川
部
　
和
　
宏

　
　
〃
　
　
川
　
口
　
　
　
豊

　
　
〃
　
　
西
　
口
　
智
　
章

　
　
〃
　
　
奈
　
良
　
和
　
人

　
　
〃
　
　
木
　
口
　
幸
　
弘

　
　
〃
　
　
佐
　
藤
　
龍
　
也

　
　
〃
　
　
由
　
利
　
昭
　
人

　
　
〃
　
　
佐
　
藤
　
貴
　
彦

　（
議
席
番
号
順
）

　新年のご挨拶

◆
国
保
病
院

院　
　

長　
　

佐
々
木　

紀　

仁

副

院

長　
　

岡　

本　
　
　

悠

事

務

長　
　

北　

川　

広　

幸

　
　
　
　
　
　

服　

部　

常　

人

　
　
　
　
　
　

能　

代　

一　

史

主
任
栄
養
士　
　

道　

島　

洋　

子

看
護
師
長　
　

鈴　

木　

ゆ
き
み

副
看
護
師
長　
　

溝　

口　

真
由
美

   

〃 
 
 

　
　

丹　

保　

麻　

美

主
任
看
護
師　

高　

杉　

裕
美
子

　

 

〃　
　

 　

中　

川　

麻　

子

　

 

〃　
　
　

 

杉　

野　

麻　

美

 　

〃　
　
　

 

増　

崎　

麻　

希

看

護

師　
　

青　

柳　

裕　

美

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

恵
美
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

有
希
子

　

 

〃　
　
　

 

工　

藤　

帆　

波

　

 

〃　
　
　

 

下
川
部　

智
香
子

　

 

〃　
　
　

 

千　

代　

由　

香

　

 

〃　

 

　
　

深　

見　

幸　

恵

　

 

〃　

 

　
　

山　

本　

史　

歩

　
　
　
　
　
　

下
川
部　

紀　

子

庶

務

係

主

任

兼
管
理
係
主
任

予

防

係

兼

危

険

物

係

危
険
物
係
主
査

兼
予
防
係
主
査

庶

務

係

兼

管

理

係

医

事

係

長

兼

総

務

係

准

看

護

師

（

再

任

用

）

主

幹

兼
危
険
物
係
長

主

幹

兼

救

急

係

長

　

令
和
７
年
『
第
４
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
12
月
９
日

（火）
に
開
催
さ
れ
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
６
件
、
条
例
の
一

部
改
正
案
及
び
制
定
案
４
件
、
請
負
契
約
の
締
結
案
３
件
、
人
事
案
２
件

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会

だ
よ
り
２
月
号
』
お
よ
び
『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
１
億
１
５
８
７
万
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
59
億
６
千
８

６
８
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。
補

正
の
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

う
給
料
等
の
増
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
、
地
域
幹
線
系
統
バ
ス
運

行
費
補
助
金
、
国
保
及
び
介
護
特

別
会
計
繰
出
金
、
簡
易
水
道
事
業

会
計
繰
出
金
、
農
業
集
落
排
水
事

業
会
計
繰
出
金
、
ス
マ
ー
ト
農
業

等
機
械
導
入
支
援
事
業
費
補
助

金
、
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
費
補
助
金
、
後
継
就
農

奨
励
金
、
有
害
鳥
獣
対
策
費
の 

増
額
、
う
ず
ら
温
泉
の
修
繕
料
増

額
、
檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
費

負
担
金
の
増
額
、
学
校
給
食
賄
材

料
費
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

一
般
質
問
は
山
田
克
哉
議
員
が

行
い
、
『
館
地
区
憩
い
の
家
の
管

理
状
況
』
に
つ
い
て
１
件
質
問
し

ま
し
た
。

　

監
査
委
員
に
岩
田
健
二
氏（
字

鶉
・
70
歳
）
を
再
任
、
人
権
擁
護

委
員
に
竹
中
忍
氏（
鶉
町
・
64
歳
）

を
推
薦
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

第
４
回
町
議
会
定
例
会

山
田
氏
が
一
般
質
問

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の

未
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
発

展
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
投

資
を
躊
躇
せ
ず
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
と
い

う
決
意
表
明
で
す
。
本
町
も
こ
の

方
針
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り

組
み
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
本

町
の
自
然
資
源
や
伝
統
文
化
を
大

切
に
し
、
そ
れ
ら
を
観
光
や
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
新
た
な
雇
用
や
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
も

進
め
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
が
よ

り
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を
送
れ

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
政
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す

大
き
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
特
色
を
出
し
た
取

組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
当
議
会
は
行
政
と
の
連

携
、
ま
た
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
町
民
の
皆

様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
迎
え
ま
し
た

新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
選
任
及
び
推
薦
に
同
意

事

務

次

長

兼

総

務

係

長

兼

医

事

係

主

幹

兼

警

防

係

長

警

防

係

兼

救

急

係

主

幹

兼

予

防

係

長

vol.129

請
負
契
約
の
締
結
に
同
意

　

道
の
駅
物
産
館
改
築
に
係
る
３

件
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
監
査
委
員

（兼）
書　

記　
　

藤　

田　

智　

美

　

 

〃 

　
　
　

首　

藤　

浩　

平

77 66
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12
月
８
日

（月）
、
永
年
に
わ
た
り

消
防
職
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
相

馬
優
氏
（
赤
沼
町
）
の
功
績
に
対
す

る
叙
勲
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ

れ
、
佐
藤
町
長
か
ら
相
馬
氏
に
「
瑞

宝
単
光
章
」
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
馬
氏
は
昭
和
53
年
４
月
１
日

に
檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
士
を

拝
命
。
平
成
28
年
に
檜
山
広
域
行

　

相
馬　

優
氏
が

　
　

 

叙
勲
『
瑞
宝
単
光
章
』
を
受
章

　

小
山
正
美
氏
が

　

『
北
海
道
社
会
貢
献
賞
』
を
受
賞▲北海道社会貢献賞を受賞された小山正美氏（右）

　

12
月
15
日

（月）
、
北
海
道
社
会
貢
献
賞
の
伝
達
式
が

町
長
室
で
行
わ
れ
、
小
山
正
美
さ
ん（
緑
町
）へ
町
長

か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
山
氏
は
、
平
成
17
年
６
月
よ
り
約
20
年
間
、
町

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
た
ほ

か
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
学
校
歯
科
医
と
し
て
も
務

め
ら
れ
て
お
り
、
永
年
の
町
民
の
健
康
推
進
に
対
す

る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

政
組
合
厚
沢
部
消
防
署
署
長
に
就

任
、
42
年
の
永
き
に
わ
た
り
危
険

業
務
従
事
者
と
し
て
、
火
災
予
防

行
政
に
対
し
尽
力
し
、
地
域
住
民

や
事
業
所
に
対
し
て
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
っ
た
功
績
に
よ
り
、
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
相
馬
氏
は
「
こ

の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
大
変
光

栄
に
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

下
川
部
勝
利
氏
が

　

『
北
海
道
知
事
感
謝
状
』
を
受
賞▲北海道知事感謝状を受賞された下川部勝利氏（右）

　

12
月
４
日

（木）
、
北
海
道
知
事
感
謝
状
の
伝
達
式
が

町
長
室
で
行
わ
れ
、
下
川
部
勝
利
さ
ん（
字
滝
野
）へ

町
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
川
部
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら
「
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
や
「
国
勢
調
査
」
等
の
統
計
調
査
に
従
事
さ

れ
、
そ
の
従
事
年
数
が
10
年
に
達
し
た
と
し
て
、
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日

（金）
、
佐
藤
町
長
を

は
じ
め
と
す
る
使
節
団
８
名
は
、

台
湾
花か

れ

ん

け

ん

蓮
県
東
部
に
位
置
す
る

寿じ
ゅ
ほ
う
ご
う

豊
郷
を
訪
問
し
ま
し
た
。
厚
沢

部
町
と
寿
豊
郷
は
令
和
５
年
３
月

に
、
観
光
や
農
業
、
地
域
創
生
の

分
野
で
協
力
し
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
「
友
好
交
流
協

定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
の
度

の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

寿
豊
郷
役
場
で
歓
迎
式
典
が
開

友
好
交
流
協
定
先

　
　
　

台
湾
・
寿じ

ゅ
ほ
う
ご
う

豊
郷
を
訪
問

か
れ
、
記
念
品
を
交
換
し
た
ほ

か
、
寿
豊
郷
特
産
品
で
あ
る
宝
石

（
翡ひ

す

い翠
）
の
研
磨
体
験
や
淡
水
ロ
ブ

ス
タ
ー
の
養
殖
場
を
視
察
し
、
寿

豊
郷
の
人
々
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

曾そ
う
し
ゅ
く
い

淑
懿
郷
長
（
郷
長
は
町
長
に

相
当
）
は
、
「
台
湾
と
日
本
は
こ
れ

ま
で
も
良
き
友
で
あ
り
、
厚
沢
部

町
と
寿
豊
郷
は
手
を
携
え
て
共
に

発
展
す
る
一
つ
の
家
族
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、

厚
沢
部
町
と
寿
豊
郷
は
今
後
よ
り

一
層
に
相
互
利
益
と
共
存
共
栄
を

実
現
し
、
双
方
の
地
域
交
流
の
活

性
化
と
機
運
を
高
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
、
曾
淑
懿
郷
長
を

は
じ
め
と
す
る
使
節
団
が
厚
沢
部

町
を
訪
問
予
定
で
、
町
長
は
「
寿

豊
郷
の
皆
様
を
大
い
に
歓
迎
し
た

い
。
相
互
の
魅
力
を
知
り
、
多
方

面
で
協
力
し
合
あ
う
関
係
性
を
今

後
も
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
歓
迎

の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲寿
じゅほうごう

豊郷役場で記念撮影。

　

伝
統
芸
能
で
あ
る
各
地
区
の
鹿

子
舞
が
一
堂
に
集
う
『
鹿
子
舞
交

流
会
』
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
鹿
と
獅
子
が
楽
し
く
踊
る
素

敵
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
来
場
し
伝
統

芸
能
を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

◆
日
程　

１
月
18
日

（日）

◆
時
間　

10
時
～

◆
場
所　

あ
ゆ
み
交
流
ホ
ー
ル

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
子
舞
交
流
協
議
会
事
務
局

　

（
石
井
）

☎
０
８
０
‐
６
０
９
４
‐
８
４
３
９

鹿
子
舞
交
流
会
開
催

の

お

知

ら

せ

▲ブースにて台湾の方と交流！

▲ステージにて厚沢部町をＰＲしました！

　

11
月
27
日

（木）
～
12
月
１
日

（月）
の

間
、
町
夢む

げ
ん現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
の
有
志
は
台
湾
を
訪
問

し
、
昨
年
に
引
き
続
き
台
北
駅
で

開
催
さ
れ
た
日
本
観
光
物
産
博
覧

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
出
展
ブ
ー

ス
で
台
湾
の
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
他
、
台
湾
旅
行
会

社
と
の
商
談
会
に
参
加
し
、
檜
山

地
域
が
旅
行
商
品
と
し
て
の
価
値

が
高
い
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
厚
沢
部

町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
し
ま
し

た
。
特
に
冬
の
雪
景
色
に
は
観
客

か
ら
感
嘆
の
声
が
漏
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
場
調
査
も
行
い
、
日

本
製
品
の
質
へ
の
信
頼
性
が
高

く
、
日
本
語
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
多

用
さ
れ
て
い
る
こ
と（
特
に
「
北

海
道
」
は
人
気
で
あ
る
こ
と
）や
、

台
湾
産
品
と
比
べ
て
高
値
で
の
販

売
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
気
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
松
本
主
事（
政

策
推
進
課
）は
、「
台
湾
で
日
本
の

文
化
や
食
が
人
気
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
。
メ
ー
ク
イ
ン
（
そ
も

そ
も
馬
鈴
薯
の
品
種
）
に
つ
い
て

知
ら
な
い
方
が
多
く
、
今
後
の
Ｐ

Ｒ
の
余
地
が
大
き
い
こ
と
が
確
認

で
き
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲叙勲「瑞宝単光章」を受賞された相馬優氏（右）

観
光
博
覧
会
に
参
加
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脱
・
炭
素
タ
ウ
ン

脱
・
炭
素
タ
ウ
ン

　
　
　
　

 

へ
の
あ
ゆ
み

　

12
月
８
日

（月）
、
厚
沢
部
中
学
校

の
１
年
生
を
対
象
に
、
町
が
取
組

む
「
脱
炭
素
推
進
事
業
」
に
つ
い

て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
町
の
人

口
減
少
等
の
課
題
を
脱
炭
素
と
併

せ
て
解
決
し
て
い
く
取
組
に
つ
い

て
政
策
推
進
課
の
木
口
主
幹
よ
り

説
明
を
受
け
る
と
、
生
徒
た
ち
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

身
近
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
様

子
で
し
た
。

　

町
で
は
今
後
も
環
境
配
慮
へ
の

醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

vol. ２

厚
沢
部
中
学
校
で
講
義

館
小
学
校
で
省
エ
ネ
体
験

　

同
日
、
檜
山
振
興
局
の
主
催
に

よ
り
、
館
小
学
校
５
～
６
年
生
を

対
象
に
し
た
「
省
エ
ネ
・
節
電
ク

ッ
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
「
北
海
道
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
」
の
宮
森
芳

子
氏
が
来
校
し
、
電
気
炊
飯
器
を

使
わ
な
い
ガ
ス
と
保
温
調
理
を
用

い
た
省
エ
ネ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
、
わ

か
め
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

調
理
中
は
、
地
球
温
暖
化
の
問
題

に
つ
い
て
も
考
え
、
省
エ
ネ
で
も

ふ
っ
く
ら
炊
き
あ
が
っ
た
お
米
で

お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
り
ま
し
た
。

▲町の脱炭素事業についての授業

▲省エネおにぎりを作ったよ！

新
基
準
消
防
団
員
用
活
動
服
で
心
機
一
転
！ 

　
　

「
現
地
教
育
訓
練
」
を
開
催

 

11
月
30
日

（日）
、
厚
沢
部
町
総
合

体
育
館
お
よ
び
図
書
館
に
お
い
て

「
現
地
教
育
訓
練
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
消
防
協
会
檜
山
地
方
支

部
の
事
業
の
一
環
と
し
、
北
海
道

消
防
学
校
よ
り
２
名
の
講
師
を
招

き
、
効
果
的
な
消
火
戦
術
「
火
災

防
御
」
の
習
得
や
、部
隊
の
統
制
・

指
揮
能
力
の
向
上
を
目
指
す
「
小

隊
訓
練
」
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
山
田
健
喜
消
防
団

長
以
下
、
幹
部
団
員
36
名
が
参
加

し
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、
真
剣

な
眼
差
し
で
知
識
並
び
に
技
術
の

習
得
に
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
消
防
団
員
の

安
全
確
保
と
装
備
の
充
実
を
図
る

こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
が
現
場
活

動
や
訓
練
で
着
用
す
る
活
動
服
上

下
、
防
火
衣
一
式
と
現
場
活
動
用

長
靴
が
新
し
く
な
り
、
安
全
性
と

機
能
性
に
加
え
デ
ザ
イ
ン
性
も
向

上
さ
れ
、
心
機
一
転
「
新
基
準
消

防
団
員
用
活
動
服
」
を
着
用
し
訓

練
に
臨
み
ま
し
た
。

　

山
田
健
喜
消
防
団
長
よ
り
「
新

し
い
活
動
服
で
、
士
気
向
上
を
資

す
る
と
と
も
に
、
訓
練
で
学
ん
だ

こ
と
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て

ほ
し
い
。
」
と
訓
示
が
あ
り
、
訓

練
に
参
加
さ
れ
た
団
員
た
ち
は
決

意
も
新
た
に
、
地
域
の
防
災
力
強

化
へ
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

▲防火衣と長靴が新しくなりました！

▲座学訓練も行いました！

　

12
月
18
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校

１
年
生
は
、
厚
沢
部
町
の
魅
力
を

テ
ー
マ
に
動
画
を
作
成
し
、
校
内

で
関
係
者
に
向
け
発
表
し
ま
し

た
。

　

今
春
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
厚
沢
部
町
の
魅
力
を
７
つ
の

テ
ー
マ
に
分
類
し
て
調
べ
学
習
し

て
い
ま
し
た
。
館
城
の
歴
史
や
豊

か
な
自
然
、
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ

ン
の
お
い
し
さ
、
地
域
の
人
等
の

テ
ー
マ
ご
と
に
、
実
際
に
生
徒
た

ち
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
様
子
も

動
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
の
魅
力

を
ま
と
め
た
田
村
笑
さ
ん
は
、「
あ

っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
積
み
上
げ
た

歴
史
が
メ
ー
ク
イ
ン
の
お
い
し
さ

に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
」
と

述
べ
ま
し
た
。

厚
沢
部
中
学
校
１
年
生 

　

「
厚
沢
部
町
の
魅
力
」
を
動
画
で
発
表▲ＡＩでナレーションが入れられており、先端技術を使い

　こなして動画を作成していました。

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

８８
名
を
表
彰

名
を
表
彰

　

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
受
賞
し
た
８
名
の
生
徒
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
身
の
周
り
に
あ
る
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身

に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

表彰者名 タイトル 受賞名

作文の部

古館ひかり（厚中３年） 「友達とは」 函館地方大会　優秀賞

藤岡　百恵（厚中２年） 「手のひらを太陽に」 江差地区大会　最優秀賞

福島　侑衣（厚中１年） ネットの人権

江差地区大会　奨励賞
増崎　　彩（厚中２年）

特別扱いじゃなくていい
～みんなと一緒でいい～

ポスターの部

太田　颯馬（厚小６年） 思いやりあふれる世界をつくろうよ 函館地方大会　優秀賞

二宮　　悠（厚中３年） 本当に幸せですか
函館地方大会　奨励賞

松橋　咲綾（厚中３年） つなごう　その手と心

三上　響太（厚中３年） 本当の顔は　笑ってますか？ 江差地区大会　奨励賞

厚沢部中学校　厚沢部中学校　
上列左から松橋さん、古館さん、二宮さん、三上さん上列左から松橋さん、古館さん、二宮さん、三上さん
下列左から福島さん、増崎さん、藤岡さん下列左から福島さん、増崎さん、藤岡さん 厚沢部小学校　太田さん厚沢部小学校　太田さん

厚沢部中学校　古館さん厚沢部中学校　古館さん

1111 1010



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
き
に
わ
た
り
地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
た
鶉
小
学

校
と
厚
沢
部
小
学
校
が
統
合
し
、

新
生･
厚
沢
部
小
学
校
と
し
て
新

た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
節
目
の

年
で
し
た
。
新
た
な
環
境
の
中
で

子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
刺
激
し
合

い
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
る

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改
め
て

教
育
環
境
の
充
実
の
重
要
性
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
厚
沢
部
町
の

未
来
を
拓
く
「
義
務
教
育
学
校
」

の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化

す
る
年
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
検
討

委
員
会
で
の
議
論
を
土
台
と
し
、

令
和
８
年
度
か
ら
は
新
た
に
実
務

的
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
で
は
、

新
し
い
学
校
の
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ

ト
面
の
詳
細
な
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
が
、
何
よ
り
大
切
に
し

１
月
の
主
な
学
校
行
事

14
日

（水）
教
職
員
研
修

15
日

（木）
３
学
期
始
業
式

21
日

（水）
厚
沢
部
小
授
業
研
修

29
日

（木）
町
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
研
修

た
い
の
は
「
対
話
」
で
す
。
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
の
主
役
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
自
身
の
「
こ
ん

な
学
校
で
学
び
た
い
」
と
い
う
生

の
声
を
積
極
的
に
聞
き
取
る
機
会

を
設
け
て
ま
い
り
ま
す
。
大
人
と

子
ど
も
が
共
に
未
来
の
学
校
像
を

描
き
、
町
全
体
に
と
っ
て
も
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
議

論
を
深
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
、
更
新
整
備
し
た
新
し
い

学
習
端
末
の
活
用
が
始
ま
り
ま

す
。
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
最
大
限
に

引
き
出
す
「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的

な
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
は
、
町
の
未
来
そ
の
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
持

ち
、
安
心
し
て
夢
に
挑
戦
で
き
る

厚
沢
部
町
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
本
年
も
教
育
委
員
会
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
き
、
実
り
豊
か
な
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
長　

髙
野
政
人

年 

頭 

挨 

拶

社
会
教
育
通
信

　

新
資
料
か
ら
み
る
役
場
移
転
問
題

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
２

月
、
村
役
場
を
鶉
村
に
移
す
べ
き

と
す
る
建
議
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
建
議
書
の
提
出
者
は
鶉
村
、
館

村
の
村
会
議
員
で
し
た
。
当
時
の

村
会
議
員
12
名
中
８
名
が
建
議
書

に
名
を
連
ね
て
お
り
、
賛
成
多
数

で
村
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

館
・
鶉
地
域
の
住
民
も
同
年
３
月

に
申
合
書
を
提
出
し
、
役
場
移
転

の
大
勢
は
決
し
た
か
に
み
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
佐
野
勇
松

村
長
は
決
定
に
慎
重
な
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
役
場
所
在
地
の
下
地
区

住
民
も
黙
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
経
過
を
示
す
資
料

が
令
和
７
年
９
月
に
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
４
月
に
村
役
場
に
提

出
さ
れ
た
陳
情
書
は
「
厚
沢
部
村

下
五
か
村
代
表
者
」
の
名
義
で
天

沼
恒
三
郎
以
下
15
名
の
住
民
代
表

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
請
願
書

の
趣
旨
は
、
同
年
２
月
に
提
出
さ

れ
た
建
議
書
へ
の
反
論
で
、
４
点

に
分
け
て
論
述
し
て
い
ま
す
。

●
現
在
の
役
場
は
厚
沢
部
川
、
安

野
呂
川
、
鶉
川
の
３
つ
の
河
川
の

合
流
点
に
位
置
し
て
お
り
、
館
・

鶉
・
下
の
三
地
区
の
地
勢
的
な
中

心
で
あ
る
。

●
ま
た
道
路
の
結
節
点
で
も
あ

り
、
役
場
を
始
め
と
し
て
、
郵
便

局
、
電
信
局
、
農
事
試
作
場
な
ど

重
要
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
設

備
を
全
て
鶉
に
移
転
す
る
こ
と
は

合
理
的
で
は
な
い
。

●
さ
ら
に
館
や
鶉
の
新
開
拓
地
は

ま
だ
ま
だ
住
民
が
定
着
し
て
お
ら

ず
、
移
住
者
の
多
数
は
10
年
ほ
ど

で
他
所
に
転
出
し
て
し
ま
う
。
館

や
鶉
が
発
展
し
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
が
安
定
す
る
保
証
は
な

い
。

●
市
場
の
中
心
は
江
差
町
で
あ

り
、
厚
沢
部
村
の
市
場
取
引
の
多

く
も
、
江
差
に
近
い
俄
虫
で
な
さ

れ
て
い
る
。
市
場
と
公
共
施
設
が

近
い
現
在
の
役
場
位
置
を
変
更
す

る
こ
と
は
、
下
地
区
の
住
民
は
も

ち
ろ
ん
、
館
地
区
の
住
民
に
と
っ

て
も
不
便
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
下
地
区
住
民

は
、
役
場
移
転
に
断
固
反
対
す
る

論
陣
を
張
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

お
す
す
め
新
着
図
書

●
「
国
宝 
上
・
下
巻
（
朝
日
文
庫
）」

吉
田
修
一
（
著
）（
朝
日
新
聞
出
版
）

　

映
画
化
で
話
題
の
作
品
。
生
い

立
ち
や
才
能
の
違
う
役
者
２
人

が
、
芸
の
道
を
究
め
頂
点
を
目
指

し
て
駆
け
抜
け
る
。
【
青
春
篇（
上

巻
）
花
道
篇
（
下
巻
）
】。

●
「
死
ん
だ
ら
永
遠
に
休
め
ま
す
」　

遠
坂
八
重
（
著
）（
朝
日
新
聞
出
版
）　

　

パ
ワ
ハ
ラ
上
司
が
死
ん
だ
ら
し

い
。
容
疑
者
は
…
部
下
全
員
!?
真

相
に
近
づ
く
ほ
ど
怖
く
な
る
、
限

界
会
社
員
ミ
ス
テ
リ
ー
。

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和８年（2026 年）１月

No.26

　　　　　　－教育委員会だより－－教育委員会だより－

下
地
区
住
民
の
激
し
い
反
発
を
受

け
、
佐
野
村
長
は
前
述
の
と
お
り

慎
重
な
対
応
を
行
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。

　

役
場
移
転
議
論
が
か
わ
さ
れ
た

大
正
12
年
か
ら
13
年
は
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
ま
っ
た
だ
中
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
お
上
が
決
め
る
」

か
ら
住
民
自
治
へ
と
意
識
変
化
が

起
き
て
い
ま
し
た
。
厚
沢
部
町
の

役
場
移
転
問
題
は
、
地
方
自
治
の

萌
芽
的
な
で
き
ご
と
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

大正 12 年４月に

提出された下地区

住民代表 15 名に

よる陳情書

 

体
育
館
ア
リ
ー
ナ

　
　
　

 

利
用
制
限

 

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
制
限

に
つ
い
て
、
詳
細
が
定
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
一
部
利
用
制
限

　

１
月
13
日

（火）
か
ら
２
月
１
日

（日）

●
全
面
利
用
停
止

　

２
月
２
日

（月）
か
ら
２
月
27
日

（金）

●
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ

　

１
月
13
日

（火）
か
ら
２
月
27
日

（金）

ま
で
の
期
間
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
柔
道
場
・
剣
道
場
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
・
弓
道
場
は
利
用
可

能
で
す
。

１
月
の
主
な
学
校
行
事

1313 1212



20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
！

　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
り
し
た
と

き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。

『
加
入
に
つ
い
て
』

　

20
歳
に
な
っ
た
方
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
（
第
一
号

被
保
険
者
）
に
加
入
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
２
週

間
以
内
に
「
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
」
、
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」
、
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
」
、
「
国
民
年
金
の
加
入
と
保
険

料
の
ご
案
内
」
、「
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特
例

制
度
の
申
請
書
」
、「
返
信
用
封
筒
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
は
、

加
入
す
る
年
金
制
度
の
変
更
手
続

き
や
年
金
の
請
求
手
続
き
な
ど
一

生
を
と
お
し
て
使
用
し
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
や
国
民
年
金
の
加
入
の
お

知
ら
せ
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間

程
度
経
過
し
て
も
「
国
民
年
金
の

お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
場
合
は
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要

な
た
め
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

も
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り

障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
も
あ
り
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

【問合せ先】保健福祉課 地域包括支援センター係　　☎６７‐２２９９

認知症サポーター養成講座を実施しています
　地域包括支援センターでは認知症になっても暮らしやすいまちを目指し、認知症を正しく理
解し、地域で暮らす認知症の方やその家族を見守る「認知症サポーター」の養成講座を行って
います。
　今年度は２回開催しており、12月６日（土）の講座では、15名の方が参加され認知症について
の講義と各グループ事例をもとに、自分たちができることを話し合いました。
これまでの参加者からは、「受講してよかった」「実体験を話してくれてわかりやすかった」「や
られたくないことはしない、さりげなく見守りたい」などの感想をいただいています。
　町内会や複数人の個人を対象に認知症サポーター養成講座の出前講座も行っており、今後は
認知症サポーター受講者を対象にしたステップアップ講座の開催を予定しています。

民生委員 ・児童委員一斉改選のお知らせ

　任期満了に伴い、令和７年12月１日、厚生労働大臣から民生委員・児童委員に次の18名が委
嘱されました。また、同日付けで厚沢部町から福祉委員を委嘱されています。
　皆さんの身近な相談相手となり、地域と行政のパイプ役として活動します。個人の秘密は守
られますので、日常生活で何か困ったことや悩みごとがありましたら、気軽にご相談ください。

【問合せ先】保健福祉課 福祉係　　☎６４‐３３１９

担当地区 氏　名 担当地区 氏　名

美和 廣澤　カツヱ 鶉町 八重樫　洋子

本町

【主任児童委員】
佐藤　祐子 木間内・社の山・旭丘 菊地　佳世子

新町１区 近藤　良信 相生・共和 森髙　貴子

新町２区 泉　ヱツ子 新栄・当路 澤口　安秀

赤沼町１区 森　稔彦 南館町・城丘 松岡　万理子

赤沼町２区 菅野　志津子
館町１区・中館（甲線）

【主任児童委員】
谷口　匡佐子

上里 飴谷　あけみ 館町２区・中館（乙線） 中山　恵美子

滝野・稲見・清水 鷲田　寿永 館町３区 尾留川　ゆかり

鶉 川村　龍子 富里・須賀 松橋　恭子

　
や
っ
て
み
た
い
こ
と
リ
ス
ト

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

あ
そ
び
基
地
に
「
や
っ
て
み
た

い
こ
と
リ
ス
ト
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
ふ

と
浮
か
ん
だ“

や
っ
て
み
た
い
こ

と”

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
ど
う

形
に
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
人
に
伝
え
る
こ
と
に

気
後
れ
し
た
り
す
る
姿
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
思
い
つ
い
た
時
に

そ
っ
と
書
き
残
せ
る
場
所
を
つ
く

り
ま
し
た
。
紙
に
書
く
こ
と
で
一

歩
踏
み
出
し
や
す
く
な
り
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
へ
の
ハ
ー
ド
ル
も
下
が

り
ま
す
。

　

リ
ス
ト
に
は
早
速
、「
自
分
ア

ピ
ー
ル
大
会
」「
み
ん
な
で“

す

ご
く
な
い
博
物
館”

を
つ
く
る
」

な
ど
、
個
性
の
光
る
ア
イ
デ
ア
が

並
び
ま
し
た
。
読
ん
で
い
る
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
ば
か
り

で
、
こ
ど
も
た
ち
の
発
想
の
豊
か

さ
に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

掲
示
し
て
お
く
こ
と
で
、
ほ
か

の
こ
ど
も
や
ス
タ
ッ
フ
も
目
に
し

や
す
く
、
実
現
に
向
け
た
動
き
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
身
近

で
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
少
し
ず
つ

形
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
つ
一
つ
の
「
や
っ
て
み
た

い
」
が
、
主
体
性
や
創
造
力
を
育

て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し

て
思
い
を
表
現
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

宮
脇　

い
ず
み
】▲やってみたいことを書き出しました！

1515 1414
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

せ

　
１月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科

　　６日（火）
　  ７日（水） 午前のみ
　　20日（火） 
　　21日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
肩関節周囲炎について肩関節周囲炎について

　〇炎症期と拘縮期では痛みが違います。
　　判断を間違えやすい「肩の痛み」

１．痛くて動かせない
痛み→動きの制限「炎症期」

　痛みはその動きは危険という身体からのサインで
もあります。痛いと感じる動作は避けるようにしま
しょう。拘縮期については次回へつづく

※日本理学療法士協会：理学療法ハンドブックより　　　　　　　　
理学療法士　田口　明　　　　　

（５食分）

今月の簡単レシピ

けいらん

　たまごの形をした“鶏卵（けいらん）”に

見立てた白玉団子の中にあんこが入ったお

吸い物です。東北・青森〜道南の一部で冠

婚葬祭の行事食として親しまれてきました。

新年や祝いなどの際は紅白のお団子にして

おめでたい門出を迎えた一品です。

【材料】 【数量】 【作り方】

白玉粉 150ｇ
①だし汁は作っておきます。
②ボウルに白玉粉を入れて、
水を少量ずつ加えてよくこね
ます。仕上がった生地を10等
分に分けておきます。
③②の生地を手のひらで伸ば
し、中にあんこを詰め卵の形
に整えます（けいらん）
④鍋に湯を沸かし、けいらん
をゆでます。なべ底から浮き
上がってきたら水に取りま
す。
⑤だし汁を火にかけ、調味料
を加えます。お椀にけいらん
を盛り、だし汁を注ぎます。
お好みでゆずの皮や三つ葉を
飾ります。

水 130cc

こしあん 150ｇ

かつお昆布だし 800cc

塩 小さじ1/2

酒・みりん・

しょうゆ
各大さじ1

三つ葉やゆずの皮 適量

食改からのコ
メント

食生活
改　善
協議会

「
北
海
道
・
三
陸
沖
後

発
地
震
注
意
情
報
」

～
今
こ
そ
備
え
を
～

　

「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震

注
意
情
報
」
と
は
、
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
の
想
定
震
源
域

で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）７
以

上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
次

の
巨
大
地
震
へ
の
注
意
を
促
す
た

め
に
発
表
す
る
情
報
で
す
。

　

12
月
８
日

（月）
に
青
森
県
東
方
沖

で
地
震
が
起
き
た
こ
と
に
伴
い
、

翌
日
９
日

（火）
に
当
注
意
報
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
注
意
報
発
表
後
、
直

ち
に
避
難
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
防
災
対
策
を
と
る
べ
き
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
１
週
間

程
度
は
普
段
の
生
活
を
続
け
た
上

で
、
地
震
へ
の
備
え
の
再
確
認
を

す
る
こ
と
に
加
え
、
揺
れ
を
感
じ

た
り
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
避
難
で
き
る

態
勢
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の

エ
リ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
繰
り

返
し
巨
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
巨
大
地
震
は
、
突
発
的
に
発

生
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
こ

の
エ
リ
ア
で
は
Ｍ
７
以
上
の
地
震

が
発
生
し
た
後
に
、
さ
ら
に
大
き

な
Ｍ
８
以
上
の
巨
大
地
震
が
続
い

て
発
生
す
る
例
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
普
段
と
比
べ
て
相
対
的
に
巨

大
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
上
が

っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。

　

突
発
的
に
発
生
し
得
る
地
震
に

備
え
、
自
ら
の
命
、
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
の

準
備
が
大
切
で
す
。
気
象
台
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
参
考
に
、
防
災
対

応
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

想定震源域

気象台ホームページ

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」

大
雪
や
暴
風
雪
に

　
　
　
　

備
え
る

　

渡
島
・
檜
山
地
方
の
大
雪
は
、

発
達
し
た
低
気
圧
が
渡
島
半
島
に

近
づ
い
た
と
き
に
多
く
発
生
し
、

道
路
の
通
行
止
め
や
公
共
交
通
機

関
の
運
休
等
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
暴
風
雪
に
よ

る
視
界
不
良
や
吹
き
だ
ま
り
に
よ

っ
て
、
車
の
運
転
等
に
は
危
険
が

伴
い
ま
す
。
加
え
て
、
着
雪
や
強

風
に
よ
っ
て
電
線
が
切
れ
て
停
電

が
発
生
し
た
り
、
暖
房
器
具
の
給

排
気
口
が
雪
で
塞
が
れ
て
一
酸
化

炭
素
中
毒
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
大
雪
や
暴
風
雪

に
よ
る
災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る

た
め
、
警
報
・
注
意
報
や
気
象
情

報
等
を
発
表
し
段
階
的
に
警
戒
・

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
大

雪
や
暴
風
雪
が
予
想
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
無
理
な
外
出
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

大
雪
・
暴
風
雪
に
関
す
る
最
新

の
防
災
気
象
情
報
は
、
気
象
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

気象庁ＨＰ　

「防災気象情報」

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

1月1日（木） 佐々木病院（52-1070） 2日（金） 厚沢部町国保病院（64-3036）

3日（土） 道立江差病院（52-0036） 4日（日） 勤医協診療所（52-1366）

10日（土） 佐々木病院（52-1070） 11日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

12日（月） 上ノ国診療所（55-2017） 17日（土） 勤医協診療所（52-1366）

18日（日） 佐々木病院（52-1070） 24日（土） 乙部町国保病院（62-2331）

25日（日） 道立江差病院（52-0036） 31日（土） 厚沢部町国保病院（64-3036）

１月の休日当番医

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付）

整 形 外 科
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　16.30日（午前11時迄の受付）
午後　16.22.30日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　9.23日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　26日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月・火・水・金曜日
　　　（11月から木曜午前休診）
午後　木曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　5.6.20日（午前11時迄の受付）
午後　5.19日

耳鼻咽喉科
午前　7.8.13.14.21.22.27.28日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　7.21日

眼 科
午前　8.22日（予約以外の初診受付11時迄）

午後　7.21.28日

皮 膚 科 午前　火曜日

痛みで
動かせない

筋肉等への
血流、
酸素不足

筋肉等の
柔軟性低下

痛みが
強くなり

動かしづらい

　急遽変更になる場合がありますので予め確認願います。（17 時以降は道立江差病院が当番医となります）



－１月＆２月の行事＆お知らせ－－１月＆２月の行事＆お知らせ－

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
ま
な
び
っ
く

☆
１
月
８
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
１
月
22
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

　

現
在
、
町
で
は
、
高
齢
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
暖
房
費
の
一
部

を
助
成
す
る
冬
期
生
活
支
援
事
業

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
令
和
８
年
１
月
30

日
（金）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

申
請
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
９

「
福
祉
灯
油
」
の
申
請
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
で
は
、
市
町
税
の
滞
納
に

よ
り
差
し
押
さ
え
た
動
産
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
参
加
す
る
方
は
、
参
加
申
込

受
付
期
間
中
に
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内
の
当
機
構
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
k
a
n
k
o
c
h
o
.
j
p
/

gov/6066162717/?p=au

）
で
参

加
申
込
手
続
き
を
行
い
、
そ
の
後
、

入
札
期
間
内
に
入
札
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
間

　

１
月
８
日

（木）
　

13
時

　
　
　
　

～
１
月
26
日

（月）
　

23
時

◆
入
札
期
間

　

２
月
２
日

（月）
　

13
時

　
　
　
　

～
２
月
４
日

（水）
　

23
時

◆
公
売
予
定
物
品

フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
マ
ン
ガ
本
、
家
電

製
品
な
ど

【
問
合
せ
先
】

渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

☎
０
１
３
８
‐
４
７
‐
９
５
９
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を

開
設
し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
へ
の
入

場
に
は
「
入
場
整
理
券
」（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発

行
も
し
く
は
会
場
で
当
日
配
付
）

が
必
要
と
な
り
、
配
付
状
況
に
応

じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
等
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
次
回
以
降
の
申
告
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う

た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
発
行
時
に
設

定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電

子
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

及
び
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
に

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

令
和
７
年
分
確
定
申
告
相
談
・

受
付
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
手
続
の
見
直

し
の
一
環
と
し
て
、
令
和
７
年
１

月
か
ら
、
書
面
で
提
出
さ
れ
た
申

告
書
等
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の

押
な
つ
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

書
面
で
提
出
さ
れ
た
申
告
書
等
の

提
出
年
月
日
は
、必
要
に
応
じ
て
、

ご
自
身
で
記
録
・
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

申
告
書
等
をe-T

ax

に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
送
信
日
時
や
申
告

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
開
設
期
間　
　
　

　

令
和
８
年
２
月
16
日

（月）
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
16
日

（月）
ま
で

●
相
談
受
付
時
間　

　

平
日
：
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
ま
で

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・

祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定

申
告
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
告
会
場　
　
　

　

江
差
税
務
署　

１
階
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　

江
差
税
務
署

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
０
０
７
８

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
１月10日・24日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎53-6301）】

参加申込は
こちらから

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
事
業

主
の
方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
時

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の

退
職
金
制
度
で
す
。

●
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

　

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で

　

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
は
国
が
免
除
し
ま
す
。

●
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

　

職
金
は
企
業
間
を
通
し
て
計
算

　

さ
れ
ま
す
。

◆
事
業
主
の
皆
様
へ

〇
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

　

て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

〇
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

　

事
者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
時

　

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

　

す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

　

業
本
部

�

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

国税庁
LINE 公式
アカウント

相
続
登
記
・
遺
言
教
室
の
開
催

　　ふるさと納税で厚沢部町を
　　応援してください！
　　　　　（町特設ＨＰは右記から）

　　【問合せ先】檜山振興局地域創生部地域政策課　☎５２-６４８１

あとがき
▼
新
年
第
一
号
、
午
年
と
い
う
こ
と
で

髙
野
さ
ん
愛
馬
の
撮
影
に
行
き
ま
し

た
。
放
牧
柵
の
外
で
、
寒
さ
に
震
え
な

が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
、「
仕
方

な
い
な
～
」
と
、
一
匹
が
草
を
食
む
の

を
止
め
、
撫
で
ら
れ
る
ほ
ど
近
く
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
素
敵
な
表

情
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
動
物

と
言
葉
は
交
わ
せ
な
く
て
も
、
な
ん
と

な
く
で
も
意
思
疎
通
で
き
る
の
が
楽

し
い（
嬉
し
い
）で
す
し
、
そ
れ
が
動
物

を
飼
う
醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
野
さ
ん
が
積
み
上
げ
た
馬
と
の
信

頼
に
便
乗
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
す
が
、
お
馬
さ
ん
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い

と
思
い
ま
し
た
。

▼
家
に
帰
っ
て
お
馬
さ
ん
に
会
っ
た

話
を
娘
に
し
た
ら
「
パ
パ
だ
け
ず
る

い
！
パ
パ
が
代
わ
り
に
お
馬
さ
ん
に

な
っ
て
！
」
と
四
つ
ん
這
い
に
さ
せ
ら

れ
、
家
じ
ゅ
う
を
走
り
回
ら
さ
れ
ま
し

た
。
馬
鹿
み
た
い
で
す
が
、
こ
れ
も
子

と
の
信
頼
を
積
み
上
げ
る
行
動
の
一

つ
な
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

▼
さ
て
、
今
冬
、
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
当
町
を
含
む
各
地
で
経
済
的
支
援

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
つ
け

込
ん
で
、
給
付
金
や
支
援
金
を
か
た
る

詐
欺
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ウ
マ
い
話

に
は
騙
さ
れ
ず
に
、
疑
い
の
気
持
ち
を

も
っ
て
、
時
に
は
四
つ
ん
這
い
で
足
元

を
確
認
し
つ
つ
、
石
橋
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一

年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
あ
ら
き
）

　

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
「
相
続
登
記
・
遺
言
書
作
成
体

験
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
・

遺
言
の
基
礎
知
識
、
相
続
登
記
、

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に
つ

い
て
説
明
す
る
ほ
か
、
実
際
に
遺

言
書
作
成
体
験
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
参
加
者
個
別
の
相

談
を
お
受
け
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
15
日

（木）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

◆
場
所　

法
務
局
江
差
支
局

◆
参
加
費　

無
料
（
予
約
不
要
）

【
問
合
せ
先
】

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
１
０
４
８

　

　

広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第６回

　

今年は午年

乗馬は楽しいね

うわっ！落馬する！！

HAPPY　NEWHAPPY　NEW
YEAR ！YEAR ！

サンバ！サンバ！

WowWow

あ～穴に
落ちちゃう

厚沢部町公式 LINE
友だち登録を
お願いします

1919 1818
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認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る

『
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
』

時
と

間
き

刻 む
を

　

12
月
13
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
、
３
歳
以
上
児
の
『
は
っ

ぴ
ょ
う
か
い
』
が
あ
ゆ
み
で
開
催

さ
れ
、
園
児
は
保
護
者
が
見
守
る

中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
練
習
し
た

成
果
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
表
会
直

前
で
流
行
し
、
発
表
会
当
日
お
休

み
の
園
児
も
多
く
残
念
で
し
た

が
、
発
表
会
は
無
事
に
終
了
し
、

参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

ししまい組（５歳児）ファッションショー

ししまい組（５歳児）

あゆ組（３歳児）

たいこやま組（４歳児）舞台劇・人魚姫 ししまい組（５歳児）

令和７年 11 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,043 906 1,015 1,921（－3）

鶉地区 301 264 281 545（ー3）

館地区 414 358 377 735（－5）

全 町 1,758 1,528 1,673 3,201（－11）

※外国人住民を含む

町の人口

（12 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 40件

今月の寄附金額 2,356千円
令和７年度
寄附件数累計 927件
令和７年度
寄附金額合計 18,241千円

前年度寄附金額 42,922千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（12月19日届出分まで）

戸籍の窓

連続１８０ 日６

令和７年 12 月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

いつまでもおしあわせに

おくやみもうしあげます

南館町　村田　アイさん（98歳）11/21

館　町　清水　榮市さん（96歳）12/6

新　町　小林　貞義さん（93歳）12/10

緑　町　瀬戸スミレさん（95歳）12/13

たいこやま組（４歳児）

あゆ組（３歳児）English コントししまい組（５歳児）あおもり体験劇

たいこやま組（４歳児）

田　中　秀　和さん　上ノ国町

松　橋　美　怜さん　新　町


